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和歌山県精神保健福祉センターだより ２００８年５月

「県障害福祉課長に就任して」

和歌山県福祉保健部福祉保健政策局障害福祉課長 巽 清隆

平成２０年４月に和歌山県障害福祉課長に就任いたしました。昨年までは、こども未来課で子どもに

関する福祉の推進、ひとり親家庭対策、女性保護、少子化対策などに取り組んでおりました。

さて、障害者自立支援法が平成１８年４月から施行されたことにより、障害者に身近な市町村が一元

的にサービスを提供するとともに、障害の種別（身体障害・知的障害・精神障害）にかかわらず、必要

なサービスを利用できることとなりました。また、施設・事業体系に関して利用者本位のサービス体系

への再編がなされるとともに、就労支援の強化、支給決定の透明化及び明確化、費用を皆で負担し支え

合う仕組みとなっています。施行後２年を経過しましたが、更に、利用者負担の見直し等制度の周知や、

既存の施設・事業の新体系への円滑な移行に取り組んでまいります。

今年度は、グループホーム等の更なる充実支援に取り組むとともに、地域生活支援事業における専門

性の高い相談支援事業として、脳血管疾患や交通事故などにより脳機能に損傷を受けた高次脳機能障害

者を支援する拠点を新たに整備し、相談支援体制の充実を図ります。また、精神科病院に入院している

精神障害者のうち、病状が安定しており病院外の受入れ条件が整えば退院可能である方の退院を促進す

る事業を県内全域で実施します。

また、平成１６年３月に策定した「紀の国障害者プラン２００４」（計画期間：平成１６年度～２５

年度）を改定するとともに、平成１９年３月に策定した第１期障害福祉計画（同：平成１８年度～２０

年度）の進捗状況及び障害保健福祉圏域の現状を把握したうえで、圏域毎の目標をまとめ、第２期障害

福祉計画（同：平成２１年度～２３年度）を策定します。

その他、精神保健福祉の分野においては、精神障害者や社会的ひきこもり者の社会参加に向けた支援、

精神科救急医療システムの円滑な運営等が課題であると認識しています。また、災害や学校等における

大事件発生直後の「こころのケア」にあたる「こころのレスキュー隊」は、昨年８月２３日に発足しま

した。自殺対策についても、昨年１２月２０日に県自殺対策連絡協議会を設置したところであり、今年

度は、自殺対策庁内連絡会を開催するとともに、うつ病の早期発見・治療推進のため、かかりつけ医研

修を実施します。

なお、１０月２４日に、厚生労働省及び（社）日本精神保健福祉連盟主催の第５６回精神保健福祉全

国大会を和歌山市で開催しますので、関係の皆様には御協力の程よろしくお願いします。
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センターの事業等

ひきこもり・思春期相談（予約制）
専門医によるひきこもり・不登校など思春期・青年期に起こりがちな問題に関する相談を原則として

第４金曜日に実施しています。

グリーフケア相談（予約制）
自死（自殺）により大切な人を亡くされた方の死別による悲しみからの回復をお手伝いするための

相談を月１回実施しています。

精神保健一般相談（予約制）
相談日時は原則として月曜日～金曜日の９時～１７時４５分です。受付はなるべく１６時３０分まで

に済ませてください。

青年のつどい・フリースペース
社会的ひきこもりの方の居場所の一つとして、毎週火曜日午後１時～４時に実施しています。

参加を希望される方はご連絡下さい。

社会的ひきこもり家族のつどい
家族同士の分かち合い、情報交換の場として、各月に開催しています。

参加を希望される方はご連絡下さい。

こころの電話相談
精神疾患、認知症、アルコール問題、不登校、ひきこもりなどこころの健康に関して電話相談を行っ

ています。（相談時間は原則として月曜日～金曜日の９時３０分～１２時、１３時～１６時）

こころの電話（専用）０７３－４３５－５１９２

蜜柑蜜柑蜜柑蜜柑のこころのこころのこころのこころ
心のスイッチが入れかわる瞬間

“5月病対策”の推薦本として、新聞の読書案内に、瀧

本新著『「ダメの壁」を越える魔法の心理学』が紹介され

ていました。さすがに“魔法”はなくても、心の健康につ

ながるちょっとしたキーワードやエッセンスが拾えるか

も、と早速書店で購入。読み進めることにしました。

この本の中で筆者は、「何をやっても、自分はダメだ」

というカラのなかに閉じこもった状態を「ダメの壁」と定

義。でも、「ほんの少し視点を変えるだけで思わぬ解決策

が見えてくる」と説き、そのための方法を「簡単なワーク」

としていくつか紹介しています。私も実際にやってみました。

まずはステップ1、「とりあえず自分の特徴を書き出す」。

うむ、“毎回ものごとを先のばしにする”が第一に挙げら

れよう（これについては即決）。続くステップは、「書き出

した特徴をプラスの表現に変える」。ならばさしあたって

“容易に目先の物事にふりまわされない”といったところ

か。でも私は結構まわりに影響されやすいぞ？！・・新た

な「壁」が出現、少し視点をかえるだけでも結構エネルギ

ーがいるなと実感。

私は、この本のテーマである自分自身や物事の“とらえ

直し”について考えたとき、芥川龍之介の短編『蜜柑（み

かん）』を思い出しました。ご存知の方もおられると思い

ますが、概要は以下のとおりです。

ある曇った冬の日暮れ。私（芥川龍之介自身）は、「云

いようのない疲労と倦怠」を抱えて、横須賀発上り二等客

車に乗り込む。そこに、13,4歳の小娘が1人、慌しく中に

入ってきて向かいに腰をおろす。いかにも田舎者で不潔感

のあるこの小娘に、私は、「人生の象徴」を感じ、不快さ

と苛立ちを募らせる。それは、しばらくして小娘が不可解

にもトンネルに入る汽車の窓をこじあけ、喉を害する私に

煙を浴びせかけることでピークに達する。しかし、次の瞬

間、そうした小娘の不可解な行為が、実は、奉公先に赴く

小娘を踏切まで見送りにきた弟達に、蜜柑を届けるためだ

とわかる。それと同時に、私の心の中には、今までにない

「得体の知れない朗かな心持ち」が湧き上がってくる。

それまでの陰鬱な気持ちが、ある瞬間を機に、まるで暖

かな日の色をした蜜柑のような朗らかな心境に変化する。

わずか7ページのこの短編には、そうした奇跡のような、

でも実はありふれた日常の瞬間が描かれているような気が

します。

苦しみや悲しみの渦中にいるときや、「ダメの壁」に阻

まれているときは、あれこれやってみても結局は空まわり

に終わったり、何とかしようとする気力すら湧かないこと

があります。けれど、物事のとらえ方の転換点、つまり、

心のスイッチが入れかわる瞬間は、あえて意識的に努力し

なくても、ある日ある瞬間ふと自分の身に降ってくること

があるのではないでしょうか。改善への手だてを考える一

方で、そうした瞬間を信じること、大切にすることを心に

とめておきたい。『「ダメの壁」～』のワークをやりながら、

ふとそんなことを考えました。

（臨床心理士 北川 朋子）
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このコーナーでは、シリーズで県内の組織やグループの活動を紹介します。

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人つばさつばさつばさつばさ福祉会福祉会福祉会福祉会

『『『『エコエコエコエコ工房四季工房四季工房四季工房四季』』』』

平成１９年４月１日から就労継続支援Ｂ型事業所として

串本町古座（古座川病院の裏）にて活動を始めました。

その生い立ちは、旧串本町で活動していました「つばさ

共同作業所」と古座川町で活動していました「若あゆ

作業所」です。その２つの無認可作業所が障害者自立援法

の制定契機に県のご指導を得て、社会福祉法人として活動

を共にすることになり、一年が経過しました。

その活動内容をご紹介します。

生い立ちが異なる２つの作業所の統一目標とし

て、① 多くの人と交わり自分の可能性を伸ばす

② 自律した生活を目指す。③ 社会での役割を果

たすの３つの活動指標を旗印に掲げています。

それから、「エコ工房四季」の「エコ」ですが

エコマークなどでご存知のあの「エコ」で、人間

と自然との望ましい関係を探り其の実現を目指す

取り組み全般を指す言葉のあの「エコロジー」の

略称です。事業所の名称の「エコ」が時代の寵児

であるからの採用ではなく、自然保護や環境保全

のための社会運動にみられるエコロジーの本質は

『共生と循環』にあります。私達が目指す障害者

の地域社会での生活の維持・継続のためには、こ

の「共生と循環」の考えがどうしても必要で、エ

コロジーにその一致点を見出したからです。

共生のためには、利用者は施設内での利用者同

士や職員といった限られた場所・関係での活動で

はなく、作業をとおして、地域社会で多くの人々

と定例的・不定期に交流出来る機会を設けるよう

にしています。具体的には、町ゴミ処理場でのゴ

ミ分別、公衆トイレの清掃委託業務、パンの委託

販売、地域の借地での農作業、商店への自家製品

の販売等積極的に地域に出向き、地域の方々との

面識の場を意図的に設けた活動に取り組んでいま

す。

それから、名称の「エコ」に相応しく、活動の

ための有効な手段として、「電子水製造装置」や「Ｅ

Ｍ液培養器」を所持し活用しています。

電子水製造装置で作られた電子水は植物への水

やりだけでなく、電子水に重曹を溶かした溶液を

作り、トイレ清掃時の洗面場・便器の洗浄に重宝

しています。また、多量の電子水を使い培養器で

製造したＥＭ培養液は土壌改良材としてのみなら

ず、事業所で出る生ゴミの処理に使ったり、米の

とぎ汁と糖蜜とを加え発酵液をつくり、公衆トイ

レの床洗浄に使ったりしています。これは、私達

に身近な清流古座川の水系をまもるための工夫で

もあります。

昨年１年間はあっという間に過ぎてしまいまし

た。利用者数も、年度当初、一日平均１８名でし

たが、今では、平均２２名へと増加しました。

工賃も県平均レベルは支給できました。しかし、

今年は主要委託作業からの撤退など新しい作業へ

の取り組み課題が山積みですが、それ程悲観はし

ていません。見渡せばこの串本、古座川の地には

まだまだ未開発の資源が多く眠っています。この

土地ならではの生産活動の創造への取り組みと、

『共生と循環』の思想の更なる肉付けを目指し頑

張ります。皆さんご期待下さい。
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県内各地のたより

ほっとする私の街のこころの診療所について

橋本保健所 長島 隆

平成２０年３月１５日（土）、医療法人郷の会こころの郷クリニックにて、「ほっとする私の街のこころの診療所」と題し

て地域の精神保健福祉啓発イベントを行いました。

これは、橋本保健所と岩出保健所の共催で、県の精神障害者家族教室事業及び精神保健福祉ボランティア事業の一環

としての事業です。

第一部は、社会的ひきこもりの作業所エルシティオによる「ミニコンサート」、第二部は、県立こころの医療センターの

生駒芳久医師による「講演会」でした。

出席者は、約１１０名あり、事業の直接の対象者である家族やボランティア以外にも、地域の民生児童委員の人達等、大

勢の参加がありました。

この企画の目的の一つとしては、地域住民にとって「できるだけ精神

科や神経科の敷居を低くしていく」ことにある点にあります。

幸いにも、平成１９年６月に、医療法人郷の会のサテライトクリニック

として、街中に神経科クリニックができました。外の塀が、人の背丈よ

り低い位置にあり、クリニックの中がオープンに見えるような作りにな

っています。クリニックの中庭には、あずま屋や池があり、地域の住民

の憩いの場として十分に活用できる環境にあります。この場所をお借り

してイベントを行いました。

エルシティオのメンバーの勢いのある演奏や唄に圧倒され、生駒先生

のご自分の体験に基づいたストレスについてのお話しにほっとさせていただきました。

その他にも、（株）ヤンセンファーマのバーチャルハルシネーションで統合失調症の精神症状である幻覚・幻聴体験がで

きました。エルシティオの自家焙煎コーヒー、あるぺじおの椎茸販売も、あっという間に完売でした。

会場の皆さんにも神経科や精神科が特別な所ではないということを改めて認識していただけたと思いました。今後も単発

ではなく継続した取り組みを他の関係団体との協力体制のもと行っていきたいと思います。

「「「「こころのこころのこころのこころのフェスティバルフェスティバルフェスティバルフェスティバルinininin熊野熊野熊野熊野２００８２００８２００８２００８」」」」

新宮保健所 栗栖 由佳

平成２０年３月１日（土）１３：００から那智勝浦町福祉健康センターにて和歌山県東牟婁振興局と南紀のこころ

の医療保健福祉をなんとかしよらネットワーク（通称なんなんねネット）」と共催で『こころのフェスティバルin熊

野２００８～くらし・つどい・まなび・ささえあいからはじめよう～』が開催され、１２１名の参加がありました。

まず、和歌山県退院促進支援事業を受託している「やおき福祉会」の自立支援員北山雅史さんから「地域で生活す

るということ」と題して基調講演が行われました。この事業を通して、入院者との面会を定期的に行い、外出支援・

外泊体験を繰り返していく中で北山さんが経験したことは、長期入院の重みと、患者さんの変化に寄り添える喜びな

どが語られました。

シンポジウムでは、東牟婁県域内の当事者・家族・支援者からそれ

ぞれ発表がありました。当事者からは、グループホームを出てアパート

でホームヘルプサービスを利用しながら生活することの楽しさやしん

どさ、夢などが語られました。家族からはひまわり家族会屋敷会長が、

家族会の入会者が少なくなっていることの報告がありました。

支援者からは、岩﨑病院の井谷副院長が訪問看護や外来ＳＳＴなど新

しい取取り組みを紹介され、当事者主体のリハビリテーションや福祉

が重要であると話されてました。さらに、どんぐりの家共同作業所や

相談支援事業所「ゆず」から活動報告などがありました。最後に座長

の尾﨑代表から、「今後はより当事者のニーズに近い支援を東牟婁地方

独自のもので実施していこう」と呼びかけがありました。会場外では、各団体の作品や紹介パネルなども展示され、

休憩の間も話し声が絶えない活発なフェスティバルとなりました。
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和歌山和歌山和歌山和歌山メンタルヘルスニュースメンタルヘルスニュースメンタルヘルスニュースメンタルヘルスニュース

県内の精神保健福祉関連の最新情報と当センターの活動をお知らせします。

○ ひきこもり家族教室

１月１１日（金）と１月２５日（金）に第４回と第５回

の家族教室が開催され、延３７名の参加がありました。

１１日は「子どもから親に伝えたいこと」というテーマ

でエルシティオ指導員の鴻原崇之氏とエルシティオの仲間

にご自分の体験を語って頂きました。親に対しては、上か

ら意見を言われると構えてしまうので、出来るだけ同じ目

線で話をしてほしいという要望がありました。

また、２５日は紀南地方ひきこもり家族会「ほっこり会」

代表の垣内里美さんに「家族会に出会えて」というテーマ

で話題提供をして頂きました。しんどさ比べをしないこと

や新しく参加した人の気持ちを大事にゆっくりお話を聞く

ように心がけるなど家族会の運営についての話題へと発展

しました。参加された方からは、子どものいいとこ探しな

ど元気のでるプログラムを望む声が多かったです。

○ ひきこもり講演会

１月２０日（日）橋本市にて、一般の方３０名を対象に

ひきこもり講演会を開催しました。「私たちの未来」と題し

て情報センターＩＳＩＳの山田孝明代表と、当事者２名の

方に講演して頂きました。家庭の中では当事者の方が、家

族の病理を背負ってしまうこと、昔の日本ではできていた

「半人前」の当事者を受け入れる社会の仕組みが必要なこ

と、当事者の方が中年層となってきており、それを支える

ご家族が高齢化していることなどのお話がありました。当

事者の方の心情の変遷なども伺い、いい勉強となる講演会

でした。

○ 災害時のこころのケア研修会

２月３日（日）那智勝浦町福祉健康センター、２月１５日

（金）ビッグ愛において開催されました。

２月３日は石川県こころの健康センター初等清田吉和先

生をお迎えし、地震後のストレス反応、こころのケア活動

の体制など石川県能登半島地震での取り組みの実際につい

て講演して頂きました。保健福祉従事者をはじめ、民生委

員や消防署員など９２名が熱心に傾聴し、おおまかな手順

がわかった、参考になったといった意見が寄せられました。

２月１５日の研修会では、保健福祉従事者や教職員など

６６名の参加がありました。午前中は、グアテマラ共和国

のＤr.ルベン・ゴンザレス先生と和歌山大学の宮西照夫教

授からグアマテラ共和国での内戦被害とハリケーン被害へ

のこころのケアの国家的取り組みの紹介を、午後からは新

潟県精神保健福祉センター参事の野口晃先生と新潟県十日

町地域振興局の保科志貴子先生から新潟県での地震の時の

こころのケア体制と取り組みの実際についての紹介があり

ました。日頃からしていないことは災害時には出来ないこ

とや、することがある程度わかっていれば活動しやすいと

いうことや３日、１５日のいずれの講演の中でも災害時の

こころのケアの重要性が述べられていました。

○ こころの健康講座（平成１９年度第２回）

３月７日（金）に和歌山県勤労福祉会館プラザホープに

て、こころの健康講座を開催し、「ストレスとこころの健康」

について、臨床心理士・シニア産業カウンセラーの日野映

子先生を講師にお迎えしました。約８０名の方が参加され、

ストレスに対する理解と予防・対策への取り組みについて

びました。

○ 社会復帰関連問題研修

３月１０日（月）、国立精神・神経センターＡＣＴ‐Ｊプ

ロジェクトの梁田英麿氏による「ストレングスモデルを使

ったケアマネジメント」の研修会を実施しました。３５名

の参加があり、その人のストレングスに注目したケアマネ

ジメントの方法、講師の事例への関わり方などとても参考

になりました。

○ 退院促進強化事業専門研修

３月１４日（金）にビッグ愛にて、医療・行政・自立支

援員など５０名を対象に退院促進強化事業専門研修を開催

しました。「精神障害者退院促進支援事業の概要」を県立広

島大学の金子努教授に、「和歌山県精神障害者退院促進支援

事業の実践報告」をやおき福祉会の北山雅史自立支援員に、

「精神科医療機関におけるＰＳＷの実践」を七山病院の鐸

木俊雄ＰＳＷに講義して頂きました。様々なことについて

の問題意識を高めると同時に、前向きにがんばろうと思う

ことが出来た、いい研修会が開催できたように思います。

○ ひきこもり専門研修

３月２０日（木）にビッグ愛にて、医療・行政・教育関

係者など３０名を対象にひきこもり専門研修を開催しまし

た。「ひきこもり家族への支援」を湘南クリニックの楢林理

一郎院長に、「一歩踏み出した当事者への支援」をエルシテ

ィオの金城清弘理事長に講義して頂きました。ひきこもり

の中に、広汎性発達障害の方の占める割合が高く、今後、

その個別の対応が必要であることが理解できました。
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精神保健福祉の第一線で働く関係スタッフの紹介コーナーです。

今回は、障害児者相談センターゆずの大前健さんです。

はーとふるネットワーク

― 障害児者相談センターゆずでの勤務はどれくらいになりますか？

平成１９年４月から勤めだしまして、２０年４月で２

年目になります。

― 相談員になられたきっかけは？

法人内の知的障害者更生施設で生活支援員として約８

年勤務したあと、人事異動によって現在の職場である障

害児者相談センターゆずに来ました。

― この仕事をしていて良かったと思う時はどんなときですか？

色々な相談をお受けしますが、自分が少しでも相談セ

ンターゆずを利用される方のお力になれていると感じる

時です。あくまで私たちはサポートするという立場です

ので、障害をお持ちの方が自分の希望する生活を主体的

に送ることについて、ほんの少し後ろから支えることが

できればと思います。

― 仕事で苦労する点はどのようなことですか？

相談に来られる方の思いを自分の中に同じように感じ

てサポートする側になっているかどうか、誤った解釈を

していないかを常に意識します。

― 障害児者相談センターゆずのPRを一言お願いします。

精神・知的・身体の３障害を対象とした相談支援事業

所です。生活サポート、福祉サービス代行、手話通訳者

派遣、住宅サポート、専門家の派遣（ＰＴ・ＯＴ・精神

科Ｄｒ・盲、ろう学校教諭など）、を行っています。相談

支援専門員４名、支援員１名の計５名の職員が常駐しい

つでも対面しての相談を可能にしています。夜間や休日

は専用携帯電話を職員が持つことで、緊急な対応も可能

となっています。

また地域自立支援協議会の事務局をさせていただき、

新宮東牟婁圏域の障害児者サポートネットワークにおい

て中核的機関となっています。

― 休日はどのように過ごされていますか？

家族とドライブや買い物に出かけることが多いです。

個人的には映画が好きなので映画館に足を運んだり、Ｄ

ＶＤでよく鑑賞しています。

― 今後の抱負を教えて下さい。

様々なケースにあたることで、自分の中の引き出しを

多く持ち、柔軟で多様なサポートができる相談員になり

たいです。

―大前さんから、次の方のご紹介をお願いします。

「東牟婁圏域障害者就業・生活支援センターあーち」

の坂本真一さんです。

研修等のお知らせ （申込み・お問い合わせ

は当センターまで）

○○○○ 精神保健福祉関連新任者研修会精神保健福祉関連新任者研修会精神保健福祉関連新任者研修会精神保健福祉関連新任者研修会

日 時：７月１４日（月）9:30～15:30

１５日（火）9:30～15:30

場 所：和歌山ビッグ愛

対 象：精神保健福祉業務に従事して、

概ね５年以内の担当者

内 容：「精神疾患と精神障害の理解」

「相談の受け方の実際」

「障害福祉サービスの提供について」

「障害者と人権」

○○○○ 和歌山県和歌山県和歌山県和歌山県こころのこころのこころのこころのレスキューレスキューレスキューレスキュー隊隊員養成基礎研修会隊隊員養成基礎研修会隊隊員養成基礎研修会隊隊員養成基礎研修会

①日 時：７月２８日（月）9:40～15:30

和歌山ビッグ愛

②日 時：７月３０日（水）9:40～15:30

田辺市生涯学習センター

対 象：精神保健福祉従事者

教職員等関係機関職員

○○○○ 思春期思春期思春期思春期セミナーセミナーセミナーセミナー

日 時：８月１１日（月）13:00～15:30

場 所：和歌山ビッグ愛

対 象：教育・行政・医療・施設等で子どもに関わる者

講 演：「思春期の自傷行為の理解と対応」（仮題）

講 師：国立精神・神経センター精神保健研究所

自殺対策総合センター 松本 俊彦

平成平成平成平成２０２０２０２０年度研修予定年度研修予定年度研修予定年度研修予定

こころの健康講座

社会復帰関連問題研修

精神保健福祉専門研修

嗜癖関連問題研修

トラウマティックストレスケア研修

こころのレスキュー隊実践研修

社会的ひきこもり講演会

社会的ひきこもりサポート研修

うつ・自殺対策研修

編集後記

ガソリンをはじめ、さまざまなものが値上がりし生活を圧迫しています。少しでも節約をと考えますが、、。

新年度になり、センターの職員も異動がありました。本年度も職員が一つになり事業に取り組んで行きたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。




